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論文審査の要旨 

 

内反小趾変形は日常診療において比較的よく見られる疾患である。しかし、その X

線学的形態の特徴はこれまで第 4・5 中足骨に注目し検証されたものが多く、足部全

体の特徴をとらえた詳細な報告はない。本研究は整形外科学教室で考案したマッピ

ング法を用いて足部X線像を解析し、内反小趾変形における足部全体のX線学的形

態の特徴をとらえたものである。 

 マッピング法による足部簡易モデル、各足部パラメーターの計測値をもとに症候性

内反小趾群と無症候性の対照群の形態の比較検討を行い、中足骨は各々の基部を

支点に骨頭部が扇状に開張していくことを見出し、さらに従来の分類にはない新たな

形態を見出した。従来言われてきたように、第５中足骨の形態が内反小趾変形の一成

因であることが確認され、また、第 4・5 中足骨間の開大のみならず、各中足骨間の開

大が一成因として新たに明らかにされた。 

 本研究は内反小趾変形の病態把握の解明と、患者の病態に応じた手術法の選択や

新しい手術法の考案に寄与する有意義な研究と評価され、博士（医学）の学位に値す

ると考える。            
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに整形外科学の進歩に寄与するところが

大きいと認める。 
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